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ＨＩＶ感染防止のための予防内服マニュアル 

 

（修正箇所のみ抜粋） 

はじめに 

 

このマニュアルは、福岡県内の医療機関、福祉施設、保健所等の従事者が職

業上、針刺し等により患者等の血液又は体液に曝露する事象が起こった際に、

適切に抗HIV薬の予防内服を行うことができるよう緊急対応用としてまとめたも

のです。 

HIV感染防止については、HIV抗体陽性または HIV抗体陽性が強く疑われる患

者の血液又は体液による曝露事象が起こった場合には、被曝露者は抗HIV薬の予

防内服等の感染防止対策を行うとともに、曝露事象が起こった医療機関等はで

きるだけ速やかに曝露由来患者のHIV迅速検査を行うことが必要です。 

福岡県では平成６年３月に県内の４大学病院（九州大学病院、産業医科大学

病院、福岡大学病院、久留米大学病院）、平成８年５月に九州医療センター、７

月に聖マリア病院、平成９年８月に飯塚病院と現在、県内７つのエイズ治療拠

点病院を整備しています。また、本県の地理的状況を勘案し、医療機関・福祉

施設等において曝露事象が発生した場合の緊急的に予防内服等を行う抗HIV薬整

備医療機関として小波瀬病院、朝倉医師会病院に協力いただき、体制を整えて

います。 

HIV 曝露事象が発生した際には、以下の要点をご理解いただいた上で、ご活用

ください。 

 

（以下、略） 
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６．抗HIV薬整備医療機関連絡先一覧表 
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